
こ
の
春
、工
学
部
は
変
わ
り
ま
す
。

す
べ
て
は
、世
界
を
感
動
さ
せ
る

技
術
者
・
研
究
者
を
育
て
る
た
め
。

新
し
い
工
学
部
の
組
織
と
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

平成２３年４月から
新体制でスタート

新
工
学
部
宣
言
！

新工学部宣言！ 特  集   1

01 vol.34



※
１

工学部
（410人）

環境
科学部
（150人）

一
般
入
試
は
一
括
で
。

学
び
た
い
気
持
に
応
え
、

希
望
コ
ー
ス
を
最
優
先
し
て

コ
ー
ス
決
定
し
ま
す
。

～平成２３年４月の入学をめざして！～

AO入試Ⅱにトライ中の受験者も、一般入試に出願可能です。

出願期間 ： 平成２３年１月２４日（月）～２月２日（水）

◎ 前期・後期日程とも、受け入れ上限の目安まで可能な限り第１希望を優先してコース決定。

　

改
組
に
よ
り
、入
試
で
は
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、一
般
入
試
が
、工
学
科
一
括
入
試
に
変
わ
っ

た
こ
と
で
す
。合
格
者
は
、総
得
点
の
高
い
順
に
決
ま
り
ま

す
。そ
の
後
、コ
ー
ス
を
出
願
時
の
希
望（
第
４
希
望
ま
で
）に

基
づ
い
て
決
定
し
、合
格
発
表
時
に
通
知
し
ま
す
。以
前
は
、

各
学
科
に
定
員
が
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ー
ス
制
に
は
な
く
、希

望
の
多
い
コ
ー
ス
は
、受
入
上
限
の
目
安
ま
で
受
け
入
れ
る
人

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、

学
び
た
い
コ
ー
ス
で
学
べ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。ま
た
、入
学
後
に
転
コ
ー
ス
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、A
O
入
試
に
、秋
に
行
わ
れ
る
既
存
の

「
Ⅰ
」に
加
え
、セ
ン
タ
ー
試
験
を
用
い
る「
Ⅱ
」が
導
入
さ
れ
た
こ

と
で
す
。A
O
入
試
Ⅱ
は
、数
学
と
理
科
が
得
意
な
人
に
特
化

す
る
も
の
で
、数
学
２
科
目
、理
科（
化
学
Ⅰ
、物
理
Ⅰ
）２
科
目

の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
な
ど
で
そ
の
実
力
を
判
断
し
ま
す
。

（
※
入
試
に
関
す
る
詳
細
は
工
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

受
験
を
乗
り
越
え
、晴
れ
て
大
学
に
入
学
し
た
ら
、自
ら
学
ぼ

う
と
す
る
熱
意
と
自
覚
を
強
く
持
っ
て
ほ
し
い
。迷
い
、格
闘
し

な
が
ら
も
、将
来
、自
分
が
何
も
の
に
な
る
の
か
を
考
え
、自
分
を

よ
り
よ
く
変
え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。我
々
、教
職
員
も
学
生
一
人

ひ
と
り
を
よ
り
よ
い
未
来
へ
導
く
た
め
に
、最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

　
い
ま
、工
学
教
育
に
は
、専
門
化
、細
分
化
に
よ
る
効
率

性
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、総
合
化
と
い
う
視
野
に
立
っ

た
仕
組
み
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
組
に
よ
っ
て
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
社
会
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、こ
の
4
月
か
ら
、

コ
ー
ス
に
沿
っ
た
体
系
的
な
教
育
と
工
学
全
体
を
見
渡
し

た
教
育
の
２
つ
の
方
向
の
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
す
。新
し

く
な
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

●
総
合
的
教
養
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
。

●
工
学
基
礎（
数
学・物
理・化
学
な
ど
）の
徹
底
し
た

　

教
育
と
基
礎
実
験
の
導
入
。

●
深
く
、豊
富
な
専
門
知
識・応
用
力
の
養
成
。

●
工
学
実
践
科
目

　
（
P
B
L
科
目
：Problem

/Project Based Learning

）

　

で
、本
物
の
実
践
力
や
課
題
探
求
能
力
を
養
成
。

●
英
語
実
践
科
目
の
充
実
。

　

さ
ら
に
充
実
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、学
部
卒

業
で
も
、工
学
技
術
者
と
し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、英
語
・工
学
実

践
科
目
は
、学
部（
学
士
課
程
）と
大
学
院
博
士
前
期
課

程
を
通
じ
た
一
貫
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施

し
、よ
り
高
度
な
技
術
者・研
究
者
を
養
成
し
ま
す
。　

工学研究科

生産科学研究科

博士後期課程（10人）

博士後期課程

博士前期課程

博士前期課程（200人）

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
創
成
科
学
専
攻

シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス

電
気
情
報
工
学
コ
ー
ス

物
質
工
学
コ
ー
ス

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
創
成
コ
ー
ス

先
端
機
能
物
質
創
製
コ
ー
ス

博士課程
5年一貫制
（5人）

■改組後（平成23年4月から）

■現行

大学院
進学
222人

その他
31人

製造業
68人

サービス業
57人

就職を希望した
学部卒業生の93％以上が
年度内就職内定。

教育
マスコミ
金融保険
運輸通信
卸・小売業
公務員
建設業

1人
1人
2人
5人
5人
20人
23人

■進路・進学事情（平成21年度）

工学部
卒業生の
主な進路

■取得できる資格・免許

専門性・
研究能力

経営・
管理能力

問題解決
能力

チャレンジ
精神

■養成する人材像

工学的素養
使命感・工学倫理
リーダーシップ
創造性
応用力

コミュニケーション力
国際性

時
代
を
貫
く

基
礎
力
を
養
成
。

全
工
学
を
見
渡
す
視
野
と

大
局
観
を
養
い
ま
す
。

◎高等学校教諭一種免許状［工業・情報・理科・数学］　
　　　　　　　　　　　　　　　  （工業・理科・数学については、認定申請中）

◎修習技術者… 国家資格である技術士の第一試験合格者及びそれと同等と
 認められる人に与えられる資格。実務経験を積めば、二次試験に
 挑戦でき、合格すると技術士の資格を得ることができます。
◎衛生工学衛生管理者… 衛生管理者のうち、衛生工学衛生管理者の資格が取得
  できます。労働安全衛生法において定められている労働
  条件、労働環境にもとづき、事業場の衛生全般の管理
  をする人のための資格です。
◎その他

コースによって、多様な資格や免許の取得が可能です

■充実する工学教育

他コースの専門基礎科目を選択科目として履修可能
更に主体的な学習の幅を広げる自由科目群を豊富に用意

1年次
全学教育
工学基礎科目（増強、コース横断化）

専門基礎科目
英語実践教育科目群
工学実践教育科目群

高度専門科目
修士論文研究卒業研究

先取り履修

2年次
学　部 博士前期課程

3年次 4年次 1年次 2年次

一部の科目

コース独自の特化専門科目群

　

な
お
、大
学
院
に
新
設
さ
れ
る
５
年
一
貫
性
の
博
士
課

程「
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
創
成
科
学
専
攻
」は
、グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
生
と
有
効
利
用
に
特
化
し
た
分
野
で
、

世
界
的
研
究
拠
点
を
目
指
す
と
同
時
に
、国
際
的
に
貢

献
す
る
研
究
者
を
育
て
ま
す
。

※
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
が

　

あ
り
ま
す
。 

教育担当
副学部長松田 浩 教授

Matsuda Hiroshi

教育は、
こう変わります！

入試は、
こう変わります！

入試担当
副学部長 相樂 隆正 教授

Sagara Takamasa

工学部（380人）

工
学
科

機
械
工
学
コ
ー
ス

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

情
報
工
学
コ
ー
ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
コ
ー
ス

化
学・物
質
工
学
コ
ー
ス

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科（
80
）

電
気
電
子
工
学
科（
80
）

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科（
50
）

構
造
工
学
科（
40
）

社
会
開
発
工
学
科（
50
）

材
料
工
学
科（
50
）

応
用
化
学
科（
50
）

各
学
科
共
通[
編
入
学]

（
10
）

環
境
科
学
科

※

（  ）
内
の
員
数
は
、平
成
23
年
度
入
学
定
員
で
す
。

工学部及び工学研究科分のみ記載

総
合
工
学
専
攻

機
械
工
学
コ
ー
ス

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

情
報
工
学
コ
ー
ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
コ
ー
ス

化
学・物
質
工
学
コ
ー
ス

　
「
工
学
」は
、い
ま
地
球
規
模
の
環
境
・
資
源
・エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
直
面
し
、新
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、科
学
技
術
は
急
速
に

高
度
化
し
な
が
ら
、環
境
や
人
間
と
調
和
す
る
方
向
へ
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
工
学
部

は
、そ
う
し
た
変
化
に
即
応
で
き
る
実
力
を
持
ち
、も
の
づ

く
り
の
現
場
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、国
際
的
に
活
躍
で
き

る
人
を
養
成
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、工
学
部
の
組
織
は
こ
れ
ま
で
の
７
学
科

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

応
え
ら
れ
る
体
制
に
な
り
、

産
業
界
や
学
界
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
養
成
し
ま
す
。

制
か
ら
、１
学
科
６
コ
ー
ス
制
に
姿
を
変
え
ま
す
。こ
れ
は
、

社
会
や
産
業
の
状
況
に
応
じ
て
、速
や
か
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

学
部
の
改
組
に
連
動
し
て
、大
学
院
も
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。既
存
の「
生
産
科
学
研
究
科
」が
、「
工
学
研
究
科
」

と「
水
産・環
境
科
学
総
合
研
究
科
」の
２
つ
に
分
離
し
ま

す
。工
学
部
独
自
の
大
学
院
と
な
る「
工
学
研
究
科
」に

は
、５
年
一
貫
制
の
博
士
課
程
と
し
て「
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

創
成
科
学
専
攻
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、各
分
野
の
枠
組
み
を
越
え

た
横
断
的
な
教
育
と
、実
践
的
な
教
育
が
充
実
し
、総
合

力
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
、工
学
部
・工
学
研
究
科
の
教
員
が一
丸
と

な
っ
て
挑
む
、新
し
い
工
学
教
育
。こ
こ
か
ら
、世
界
を
感

動
さ
せ
る
技
術
者
や
研
究
者
を
輩
出
し
て
い
き
ま
す
。

工学部は、
こう変わります！

工学部長清水 康博 教授
Shimizu Yasuhiro

新工学部受験情報一般入試の
出願期間迫る！

水産
学部
（110人）

水
産
学
科

※
１
…
転
コ
ー
ス
は
、入
試
成
績
で
は
な
く
、入
学
後
の
成
績
を
基
準
の
ひ
と
つ

　
　
　

に
用
い
て
選
考
し
認
定
。申
請
は
２
年
次
に
進
級
す
る
時
の
ほ
か
、上

　
　
　

位
学
年
で
も
可
能
。

4単位まで（入学後認定）4単位まで（入学後認定）

【前期日程】

センター入試（５教科７科目）の点数（７００満点）を加算。
国１００、社（１科目）５０、数（２科目）２００、外国語１５０、
理科２００（＝物Ⅰ、化Ⅰ、生Ⅰ、地Ⅰから２科目）

総合点
（１１００満点）

【後期日程】

センター入試（３教科５科目）の点数（６００満点）を加算。
数（２科目）２００、外国語２００、
理科２００（＝物Ⅰ、化Ⅰの２科目）

総合点
（700満点）

この上位から順に合格者決定。
ここでは希望コースは無関係。
工学科全体で募集人員は２６０人です。

この上位から順に合格者決定。
ここでは希望コースは無関係。
工学科全体で募集人員は50人です。

試 験 日
合格発表
個別試験

平成２３年２月２５日（金）
平成２３年３月 ７ 日（月）
２科目
数学２００点（数Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、A、B）。
理科２００点「物Ⅰ、Ⅱ」か「化Ⅰ、Ⅱ」を事前選択。

試 験 日
合格発表
個別試験

平成２３年３月１２日（土）
平成２３年３月２１日（月）
面接１００点（面接資料作成を含む）
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※
１

工学部
（410人）

環境
科学部
（150人）

一
般
入
試
は
一
括
で
。

学
び
た
い
気
持
に
応
え
、

希
望
コ
ー
ス
を
最
優
先
し
て

コ
ー
ス
決
定
し
ま
す
。

～平成２３年４月の入学をめざして！～

AO入試Ⅱにトライ中の受験者も、一般入試に出願可能です。

出願期間 ： 平成２３年１月２４日（月）～２月２日（水）

◎ 前期・後期日程とも、受け入れ上限の目安まで可能な限り第１希望を優先してコース決定。

　

改
組
に
よ
り
、入
試
で
は
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、一
般
入
試
が
、工
学
科
一
括
入
試
に
変
わ
っ

た
こ
と
で
す
。合
格
者
は
、総
得
点
の
高
い
順
に
決
ま
り
ま

す
。そ
の
後
、コ
ー
ス
を
出
願
時
の
希
望（
第
４
希
望
ま
で
）に

基
づ
い
て
決
定
し
、合
格
発
表
時
に
通
知
し
ま
す
。以
前
は
、

各
学
科
に
定
員
が
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ー
ス
制
に
は
な
く
、希

望
の
多
い
コ
ー
ス
は
、受
入
上
限
の
目
安
ま
で
受
け
入
れ
る
人

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、

学
び
た
い
コ
ー
ス
で
学
べ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。ま
た
、入
学
後
に
転
コ
ー
ス
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、A
O
入
試
に
、秋
に
行
わ
れ
る
既
存
の

「
Ⅰ
」に
加
え
、セ
ン
タ
ー
試
験
を
用
い
る「
Ⅱ
」が
導
入
さ
れ
た
こ

と
で
す
。A
O
入
試
Ⅱ
は
、数
学
と
理
科
が
得
意
な
人
に
特
化

す
る
も
の
で
、数
学
２
科
目
、理
科（
化
学
Ⅰ
、物
理
Ⅰ
）２
科
目

の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
な
ど
で
そ
の
実
力
を
判
断
し
ま
す
。

（
※
入
試
に
関
す
る
詳
細
は
工
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

受
験
を
乗
り
越
え
、晴
れ
て
大
学
に
入
学
し
た
ら
、自
ら
学
ぼ

う
と
す
る
熱
意
と
自
覚
を
強
く
持
っ
て
ほ
し
い
。迷
い
、格
闘
し

な
が
ら
も
、将
来
、自
分
が
何
も
の
に
な
る
の
か
を
考
え
、自
分
を

よ
り
よ
く
変
え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。我
々
、教
職
員
も
学
生
一
人

ひ
と
り
を
よ
り
よ
い
未
来
へ
導
く
た
め
に
、最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

　
い
ま
、工
学
教
育
に
は
、専
門
化
、細
分
化
に
よ
る
効
率

性
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、総
合
化
と
い
う
視
野
に
立
っ

た
仕
組
み
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
組
に
よ
っ
て
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
社
会
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、こ
の
4
月
か
ら
、

コ
ー
ス
に
沿
っ
た
体
系
的
な
教
育
と
工
学
全
体
を
見
渡
し

た
教
育
の
２
つ
の
方
向
の
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
す
。新
し

く
な
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

●
総
合
的
教
養
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
。

●
工
学
基
礎（
数
学・物
理・化
学
な
ど
）の
徹
底
し
た

　

教
育
と
基
礎
実
験
の
導
入
。

●
深
く
、豊
富
な
専
門
知
識・応
用
力
の
養
成
。

●
工
学
実
践
科
目

　
（
P
B
L
科
目
：Problem

/Project Based Learning

）

　

で
、本
物
の
実
践
力
や
課
題
探
求
能
力
を
養
成
。

●
英
語
実
践
科
目
の
充
実
。

　

さ
ら
に
充
実
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、学
部
卒

業
で
も
、工
学
技
術
者
と
し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、英
語
・工
学
実

践
科
目
は
、学
部（
学
士
課
程
）と
大
学
院
博
士
前
期
課

程
を
通
じ
た
一
貫
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施

し
、よ
り
高
度
な
技
術
者・研
究
者
を
養
成
し
ま
す
。　

工学研究科

生産科学研究科

博士後期課程（10人）

博士後期課程

博士前期課程

博士前期課程（200人）

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
創
成
科
学
専
攻

シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス

電
気
情
報
工
学
コ
ー
ス

物
質
工
学
コ
ー
ス

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
創
成
コ
ー
ス

先
端
機
能
物
質
創
製
コ
ー
ス

博士課程
5年一貫制
（5人）

■改組後（平成23年4月から）

■現行

大学院
進学
222人

その他
31人

製造業
68人

サービス業
57人

就職を希望した
学部卒業生の93％以上が
年度内就職内定。

教育
マスコミ
金融保険
運輸通信
卸・小売業
公務員
建設業

1人
1人
2人
5人
5人
20人
23人

■進路・進学事情（平成21年度）

工学部
卒業生の
主な進路

■取得できる資格・免許

専門性・
研究能力

経営・
管理能力

問題解決
能力

チャレンジ
精神

■養成する人材像

工学的素養
使命感・工学倫理
リーダーシップ
創造性
応用力

コミュニケーション力
国際性

時
代
を
貫
く

基
礎
力
を
養
成
。

全
工
学
を
見
渡
す
視
野
と

大
局
観
を
養
い
ま
す
。

◎高等学校教諭一種免許状［工業・情報・理科・数学］　
　　　　　　　　　　　　　　　  （工業・理科・数学については、認定申請中）

◎修習技術者… 国家資格である技術士の第一試験合格者及びそれと同等と
 認められる人に与えられる資格。実務経験を積めば、二次試験に
 挑戦でき、合格すると技術士の資格を得ることができます。
◎衛生工学衛生管理者… 衛生管理者のうち、衛生工学衛生管理者の資格が取得
  できます。労働安全衛生法において定められている労働
  条件、労働環境にもとづき、事業場の衛生全般の管理
  をする人のための資格です。
◎その他

コースによって、多様な資格や免許の取得が可能です

■充実する工学教育

他コースの専門基礎科目を選択科目として履修可能
更に主体的な学習の幅を広げる自由科目群を豊富に用意

1年次
全学教育
工学基礎科目（増強、コース横断化）

専門基礎科目
英語実践教育科目群
工学実践教育科目群

高度専門科目
修士論文研究卒業研究

先取り履修

2年次
学　部 博士前期課程

3年次 4年次 1年次 2年次

一部の科目

コース独自の特化専門科目群

　

な
お
、大
学
院
に
新
設
さ
れ
る
５
年
一
貫
性
の
博
士
課

程「
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
創
成
科
学
専
攻
」は
、グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
生
と
有
効
利
用
に
特
化
し
た
分
野
で
、

世
界
的
研
究
拠
点
を
目
指
す
と
同
時
に
、国
際
的
に
貢

献
す
る
研
究
者
を
育
て
ま
す
。

※
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
が

　

あ
り
ま
す
。 

教育担当
副学部長松田 浩 教授

Matsuda Hiroshi

教育は、
こう変わります！

入試は、
こう変わります！

入試担当
副学部長 相樂 隆正 教授

Sagara Takamasa

工学部（380人）

工
学
科

機
械
工
学
コ
ー
ス

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

情
報
工
学
コ
ー
ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
コ
ー
ス

化
学・物
質
工
学
コ
ー
ス

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科（
80
）

電
気
電
子
工
学
科（
80
）

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科（
50
）

構
造
工
学
科（
40
）

社
会
開
発
工
学
科（
50
）

材
料
工
学
科（
50
）

応
用
化
学
科（
50
）

各
学
科
共
通[

編
入
学]

（
10
）

環
境
科
学
科

※

（  ）
内
の
員
数
は
、平
成
23
年
度
入
学
定
員
で
す
。

工学部及び工学研究科分のみ記載

総
合
工
学
専
攻

機
械
工
学
コ
ー
ス

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

情
報
工
学
コ
ー
ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
コ
ー
ス

化
学・物
質
工
学
コ
ー
ス

　
「
工
学
」は
、い
ま
地
球
規
模
の
環
境
・
資
源
・エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
直
面
し
、新
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、科
学
技
術
は
急
速
に

高
度
化
し
な
が
ら
、環
境
や
人
間
と
調
和
す
る
方
向
へ
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
工
学
部

は
、そ
う
し
た
変
化
に
即
応
で
き
る
実
力
を
持
ち
、も
の
づ

く
り
の
現
場
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、国
際
的
に
活
躍
で
き

る
人
を
養
成
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、工
学
部
の
組
織
は
こ
れ
ま
で
の
７
学
科

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

応
え
ら
れ
る
体
制
に
な
り
、

産
業
界
や
学
界
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
養
成
し
ま
す
。

制
か
ら
、１
学
科
６
コ
ー
ス
制
に
姿
を
変
え
ま
す
。こ
れ
は
、

社
会
や
産
業
の
状
況
に
応
じ
て
、速
や
か
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

学
部
の
改
組
に
連
動
し
て
、大
学
院
も
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。既
存
の「
生
産
科
学
研
究
科
」が
、「
工
学
研
究
科
」

と「
水
産・環
境
科
学
総
合
研
究
科
」の
２
つ
に
分
離
し
ま

す
。工
学
部
独
自
の
大
学
院
と
な
る「
工
学
研
究
科
」に

は
、５
年
一
貫
制
の
博
士
課
程
と
し
て「
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

創
成
科
学
専
攻
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、各
分
野
の
枠
組
み
を
越
え

た
横
断
的
な
教
育
と
、実
践
的
な
教
育
が
充
実
し
、総
合

力
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
、工
学
部
・工
学
研
究
科
の
教
員
が一
丸
と

な
っ
て
挑
む
、新
し
い
工
学
教
育
。こ
こ
か
ら
、世
界
を
感

動
さ
せ
る
技
術
者
や
研
究
者
を
輩
出
し
て
い
き
ま
す
。

工学部は、
こう変わります！

工学部長清水 康博 教授
Shimizu Yasuhiro

新工学部受験情報一般入試の
出願期間迫る！

水産
学部
（110人）

水
産
学
科

※
１
…
転
コ
ー
ス
は
、入
試
成
績
で
は
な
く
、入
学
後
の
成
績
を
基
準
の
ひ
と
つ

　
　
　

に
用
い
て
選
考
し
認
定
。申
請
は
２
年
次
に
進
級
す
る
時
の
ほ
か
、上

　
　
　

位
学
年
で
も
可
能
。

4単位まで（入学後認定）4単位まで（入学後認定）

【前期日程】

センター入試（５教科７科目）の点数（７００満点）を加算。
国１００、社（１科目）５０、数（２科目）２００、外国語１５０、
理科２００（＝物Ⅰ、化Ⅰ、生Ⅰ、地Ⅰから２科目）

総合点
（１１００満点）

【後期日程】

センター入試（３教科５科目）の点数（６００満点）を加算。
数（２科目）２００、外国語２００、
理科２００（＝物Ⅰ、化Ⅰの２科目）

総合点
（700満点）

この上位から順に合格者決定。
ここでは希望コースは無関係。
工学科全体で募集人員は２６０人です。

この上位から順に合格者決定。
ここでは希望コースは無関係。
工学科全体で募集人員は50人です。

試 験 日
合格発表
個別試験

平成２３年２月２５日（金）
平成２３年３月 ７ 日（月）
２科目
数学２００点（数Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、A、B）。
理科２００点「物Ⅰ、Ⅱ」か「化Ⅰ、Ⅱ」を事前選択。

試 験 日
合格発表
個別試験

平成２３年３月１２日（土）
平成２３年３月２１日（月）
面接１００点（面接資料作成を含む）

02vol.3403 vol.34

新工学部宣言！



　

本
事
業
は
、中
国
や
韓
国

か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
、将
来
、東
ア
ジ
ア
の
水
環

境
の
保
全
と
持
続
的
利
用

に
関
す
る
問
題
解
決
に
貢

献
で
き
る
、高
度
専
門
技
術

者
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。

工
学
部
の
改
組
に
合
わ
せ

て
、工
学
研
究
科
の
博
士
前

期
課
程（
総
合
工
学
専
攻
）

に
新
設
さ
れ
る
特
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
、文
部
科
学
省

が
創
設
し
た「
日
中
韓
等
の

大
学
間
交
流
を
通
じ
た
高

度
専
門
職
業
人
育
成
事
業
」

の一
環
で
、４７
大
学
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
事
業
企
画
の
中
か

ら
選
定
さ
れ
た
６
件
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
す
。選
定
の
理
由

は
、安
全
な
水
の
確
保
が
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
東

ア
ジ
ア
の
国
々
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
て
い
る
こ
と
や
、日
本
の

水
環
境
技
術
関
連
企
業
と

の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
実
践

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
国
や
韓
国
の
１０
大
学

と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
連
合
）

を
組
織
し
て
本
事
業
は
行

わ
れ
ま
す
が
、実
現
に
至
っ

た
背
景
に
は
、か
ね
て
よ
り
、

長
崎
大
学
が
東
ア
ジ
ア
の
多

く
の
大
学
と
学
術
交
流
協

定
を
結
び
、長
い
間
、交
流

を
重
ね
て
き
た
と
い
う
実
績

が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。

　

水
環
境
技
術
者
の
育
成

を
通
し
て
、今
後
、東
ア
ジ
ア

の
環
境
へ
の
貢
献
、そ
し
て
国

境
を
越
え
て
人
と
の
絆
が
結

ば
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

日中韓の大学間連携による 水環境技術者育成
～水環境の保全と持続的利用を支える技術の東アジアへの展開～

◎育成プログラム

◎実施体制

文部科学省・日中韓等の大学間交流を通じた高度専門職業人育成事業

大学院生産科学研究科長

Nakata Hideaki
中田 英昭 教授

中国

大韓民国

日本

上海

済州島

青島

福州

釜山

長崎

課程修了証学位（修士）

修了後：国内企業へ就職

日本語と英語による講義や演習

拠点
（長崎大学）

水環境の保全と持続的利用に貢献する
高度専門技術者育成コンソーシアム

《中国》
同済大学
福州大学
上海海洋大学
山東大学
山東科技大学

《韓国》
済州大学校
釜慶大学校
江原大学校
全南大学校
全北大学校

工
学
研
究
科
ほ
か

必
修

選
択

プログラム独自科目

実践型環境特別演習

環境・エネルギー・資源特論
環境分析化学特論　ほか

長期インターンシップ（3ヶ月）

水環境保全
プログラム

水処理・水利用
プログラム

連携キャンパス

ま
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
る
。

C
O2 

問
題
は
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
享
受
す
る
。た
だ
し
、そ
れ
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
３
分
の
１
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
２
倍
」。こ
れ
は
厳
密
に
い
う
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ま
の
２
倍

に
す
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は
、「
物
質
循
環

シ
ス
テ
ム
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
将

来
、人
工
物
が
飽
和
に
向
か
う
の
で
す
か
ら
、鉱

物
資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
人
口
は
９０
億
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
動
車
は
い
ま
の

４
倍
走
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
危
惧
す
る
人
も
い
ま
す

が
、燃
費
が
５
分
の
１
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
。技

術
力
で
自
動
車
の
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
で

す
。た
と
え
ば
、日
本
は
１
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
つ

く
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
１
９
６
０
年
か

ら
３０
年
か
け
て
約
半
分
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
技
術
の
力
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
国
々
の
あ
ら
か
た
は
先

進
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、１
９
９
０

年
の
３
倍
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
提
供
し
た

ら
人
類
は
破
綻
し
ま
す
。し
か
し
、技
術
力
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
れ
ば
、１
９

９
０
年
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

2
0
5
0
年
以
降
は
大
丈
夫
で
す
。太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
人
類
が
い
ま
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
１
万
倍
は
降
り
注
い
で
い
ま
す
。こ
れ
を
使
い

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら
れ
れ
ば
、い
ま
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』で
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、そ

の
先
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
を
い
い
形
で
迎
え
る

こ
と
が
、人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
話
な
の
で
す
。

■
資
源
の
輸
入
国
か
ら
脱
す
る

　

日
本
の
物
質
的
な
自
給
率
は
い
ま
４０
％

く
ら
い
で
す
が
、そ
れ
を
７０
％
に
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
小
学
生
の

頃
、日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
か
ら
、そ
れ
を

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

輸
出
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と

習
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
モ
デ
ル
で
２
０

５
０
年
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、輸

入
す
る
資
源
の
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
。で
す
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、資
源
、食
料
の
自

給
率
７０
％
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

今
後
、世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
足
気

味
に
な
り
、天
燃
資
源
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ

か
ら
し
か
掘
れ
な
く
な
り
、食
料
も
不
足
し
て

く
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
他
の
国
が
真
似
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
新
し
い
モ
デ
ル
国
家
を
め
ざ
す
の

で
す
。

■
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
へ

　

大
学
に
対
し
て
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
方

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。社
会
で
い
ろ
い
ろ
実

験
を
し
な
が
ら
、社
会
の
た
め
に
な
る
も
の
を

開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、こ
れ
か
ら
大
学
自

身
が
よ
り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、い
ち
ば

ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
学
問
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
対
で
、ま
ず
、具
体

的
な
こ
と
が
起
き
て
、学
問
が
抽
象
化
さ
れ
て

で
き
て
い
く
の
で
す
。工
学
は
も
ち
ろ
ん
、医

学
、薬
学
、農
学
、経
済
学
、法
学
な
ど
大
学

を
構
成
し
て
い
る
学
部
の
ほ
と
ん
ど
が
実
学
で

す
。社
会
と
離
れ
た
実
学
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、社
会
が
変
わ
れ
ば
、そ
れ
に
応

じ
て
変
わ
る
と
い
う
の
が
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
用
の
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
誰
が
生
徒
か
？
先
生
か
？
」と
い
う
こ
と
で

「
め
だ
か
の
学
校
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、た
と
え
ば
金
融
に
関
す
る
こ
と
だ
と
、教

え
る
側
も
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生
で
は
あ
る

け
れ
ど
、社
会
人
の
中
に
は
金
融
の
現
場
で
商

売
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、そ
の
人
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
互
い
の
切
磋
琢
磨
で
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
び
て
い

く
の
で
す
。専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
駄
目
で
、頭
の
中
を

広
く
構
造
化
し
、広
い
視
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
持

つ
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
と
高
齢
化
社
会

　

大
学
に
対
し
て
、も
う
ひ
と
つ
。「
人
生
は

１
０
０
年
時
代
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に

意
識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
を
前
提

に
社
会
を
つ
く
る
。そ
の
た
め
に
は
人
間
が
成

長
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。６０
才
で
退
職

し
て
、あ
と
は
悠
々
自
適
な
ん
て
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
５０
才
で
、も
う
１
回

大
学
に
来
て
勉
強
を
し
て
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
っ
た
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。７０
才
に
な

る
人
が
週
２
回
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
い

い
。そ
う
い
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
高
齢
化
社
会

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
役
割
と
し
て
最
後
に
行
き
着
く
の

は
、や
は
り
人
材
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
は
人
が
育
つ
中
核
の
場
に
な
る
。そ
れ
は
、

大
学
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、他
分
野
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
家
モ
デ

ル
の
転
換
が
必
要
で
、結
果
的
に
は
新
し
い
産

業
を
興
す
モ
デ
ル
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。具
体
的
に
は「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」、

「
シ
ル
バ
ー
成
長
産
業
」な
ど
を
興
し
、エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、高
齢
者
に
も
雇
用

が
あ
り
、人
が
ず
っ
と
成
長
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、私
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。先
進
国
は
地
域
の
個
性
が
多
様
で
す
か

ら
、個
性
を
活
か
し
つ
つ
、共
通
す
る
と
こ
ろ
で

は
連
携
を
と
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、都
市

間
や
大
学
間
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。い
ま
、元
気
の
い
い
自

治
体
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
す
。（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

■
人
工
物
は
飽
和
す
る

　

工
学
と
い
う
の
は
、社
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
問
で
す
か
ら
、社
会
状
況
が
変
わ
れ
ば
、当

然
、工
学
も
変
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
く
変
わ
る
長
崎
大
学
工
学
部

に
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
の
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
き
、工

学
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
基
本
的
で
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
人
工
物
は
飽
和
す
る
」と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
動
車
の
例
で
い
う

と
、先
進
国
で
は
２
人
に
１
台
く
ら
い
持
っ
て
い

る
。こ
れ
は
飽
和
の
状
態
。一
方
、中
国
、イ
ン
ド

で
は
１
０
０
人
に
２
台
し
か
持
っ
て
い
な
い
。日

本
は
人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
人
に
対
し
て
自

動
車
の
保
有
台
数
は
約
６
０
０
０
万
台
で
す
。

も
う
飽
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
廃
車
し
た
分
だ

け
増
や
せ
ば
い
い
。極
端
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
車
を

新
車
に
循
環
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
人
工
物
は「
家
」で
す
。

日
本
は
い
ま
５
８
０
０
万
件
の
家
が
あ
り
ま
す
。世

帯
数
は
５
０
０
０
万
世
帯
で
す
か
ら
、８
０
０
万

件
は
空
き
家
で
、ほ
と
ん
ど
飽
和
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
は
こ
う
し
た
人
工
物
に
対
し
て
、本

質
的
に
生
産
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
が

今
日
に
お
け
る
国
内
の
需
要
不
足
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、人
工
物
が
飽
和
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
の
は
、マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、現
在
、日
本
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
希
土
類
や
、鉄
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
金
属
、あ
る
い
は
白
金
属
も
、今
後
、リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
け
ば
、資

源
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
国
に
な
る
の
で
す
。そ

れ
は
、そ
う
遠
く
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
２
種
類
の
需
要

　

需
要
に
つ
い
て
は
、２
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
合
理
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
新

興
国
が
人
工
物
の
飽
和
に
向
か
う
よ
う
な「
普

及
型
需
要
」。い
ま
日
本
は
、新
興
国
に
対
し

て
、家
・
車
・
テ
レ
ビ
・
新
幹
線
な
ど
を
売
っ
て
い

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
確
保
の
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。課
題
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
本
質
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。そ

れ
が
、も
う
ひ
と
つ
の「
創
造
型
需
要
」に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
れ
は
、い
ま「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業（
高
効
率

給
湯
器
、L
E
D
照
明
、太
陽
電
池
な
ど
）」や
高

齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
製
品
を
つ
く
っ
て
イ
キ
イ

キ
と
し
た
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
す
る「
シ
ル
バ
ー
成

長
産
業
」と
し
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
、こ
の
２
つ
の
需
要
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

「
も
の
づ
く
り
力
」と「
文
化
力
」を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　　
　

　

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、さ
ら
に
地
球
温

暖
化
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、た

い
へ
ん
複
雑
な
問
題
で
す
。解
決
に
導
く
た
め
に

は
、工
学
の
細
分
化
さ
れ
た
知
識
を
総
合
化
し

て
行
く
こ
と
が
絶
対
不
可
欠
で
す
。難
し
い
け

れ
ど
、こ
こ
に
工
学
の
力
を
発
揮
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
技
術
力
で
可
能
に
す
る

　
『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』

　

地
球
温
暖
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、物
質
に
関
し
て

あ
る
程
度
、共
通
の
考
え
を
持
と
う
、と
い
う
こ

と
で
、『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

三菱総合研究所理事長
前東京大学総長

小宮山 宏
Komiyama Hiroshi

〈プロフィール〉
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能性材料工学、地球環境工学、知識の構造化など。

基
調
講
演
テ
ー
マ

「
課
題
先
進
国
」

　
　

日
本
と
工
学

シ ン ポ ジ ウ ム

工学の明日を考える  ～長崎大学の新たな挑戦～

！

新しい工学部と工学研究科のスタートに先駆けて、平成22年１０月２５日に開催された本シンポジウム。
講演では、前東京大学総長の小宮山宏氏と、技術者・企業人として豊富な経験を持つ相馬和夫氏に工学の将来と、
大学における工学教育・研究のめざすべき方向などについて、熱く語っていただきました。
ここに、講演の内容を一部ご紹介します。

蒸
発

降
水

表層水

海

地下水

水
蒸
気
の

凝
縮（
雲
）

主要協定校所在地

レ
ア
ア
ー
ス

水環境コンサルタント関連
企業、水処理関連企業お
よび長崎大学との包括協
定締結企業など

連携

東
ア
ジ
ア
の
留
学
生
を
、水
環
境
の

技
術
者
に
養
成
す
る
新
事
業
で
す
。

　

雨
が
降
り
、森
か
ら
川
へ
、

そ
し
て
海
へ
と
水
は
流
れ
、蒸

発
し
て
雲
に
な
り
、ま
た
雨
と

な
っ
て
地
上
に
降
り
注
ぐ
。そ

ん
な
水
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、

安
全
で
質
の
い
い
水
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、水
の
通
り
道

全
体
を
保
全
す
る
と
い
う
こ

と
と
、汚
く
な
っ
た
水
を
ど
う

や
っ
て
処
理
し
て
、再
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
２
つ

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。本
事
業
で
は「
水
環
境
保
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
」お
よ
び「
水
処
理
・

水
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
柱

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応

す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

日
本
は
高
度
成
長
期
に
、川

や
海
の
汚
染
な
ど
の
公
害
問

題
を
経
験
し
ま
し
た
。そ
の
と

き
、問
題
解
決
の
た
め
に
培
っ

た
知
識
や
高
度
な
技
術
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
東
ア
ジ
ア
の

各
地
で
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
、そ
れ
ら
の
地
域
の
持
続
可

能
な
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
同
時
に
、ひ
い
て
は
地
球

全
体
の
環
境
保
全
に
も
寄
与

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
が
、本
事
業
の
大
き
な
成

果
の
ひ
と
つ
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工学部

Tada Akihide
夛田 彰秀 教授 日

本
の
高
度
な
水
環
境
技
術
が
、

地
球
の
環
境
保
全
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

《実施体制および育成プログラム》

●長崎大学（工学研究科ほか）を拠点に、中国と韓国の１０校が参加するコン
ソーシアムを構築。学生は、現地での特別入試で毎年１０人選抜。
●教育は、「水環境保全プログラム」および「水処理・水利用プログラム」を設
け、国内企業と連携して水環境技術者を育成。
●３カ月以上の長期インターンシップ（必修科目）を通じて、企業などで即戦力
として活躍できる人材を育成。
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新工学部宣言！



　

本
事
業
は
、中
国
や
韓
国

か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
、将
来
、東
ア
ジ
ア
の
水
環

境
の
保
全
と
持
続
的
利
用

に
関
す
る
問
題
解
決
に
貢

献
で
き
る
、高
度
専
門
技
術

者
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。

工
学
部
の
改
組
に
合
わ
せ

て
、工
学
研
究
科
の
博
士
前

期
課
程（
総
合
工
学
専
攻
）

に
新
設
さ
れ
る
特
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
、文
部
科
学
省

が
創
設
し
た「
日
中
韓
等
の

大
学
間
交
流
を
通
じ
た
高

度
専
門
職
業
人
育
成
事
業
」

の一
環
で
、４７
大
学
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
事
業
企
画
の
中
か

ら
選
定
さ
れ
た
６
件
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
す
。選
定
の
理
由

は
、安
全
な
水
の
確
保
が
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
東

ア
ジ
ア
の
国
々
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
て
い
る
こ
と
や
、日
本
の

水
環
境
技
術
関
連
企
業
と

の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
実
践

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
国
や
韓
国
の
１０
大
学

と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
連
合
）

を
組
織
し
て
本
事
業
は
行

わ
れ
ま
す
が
、実
現
に
至
っ

た
背
景
に
は
、か
ね
て
よ
り
、

長
崎
大
学
が
東
ア
ジ
ア
の
多

く
の
大
学
と
学
術
交
流
協

定
を
結
び
、長
い
間
、交
流

を
重
ね
て
き
た
と
い
う
実
績

が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。

　

水
環
境
技
術
者
の
育
成

を
通
し
て
、今
後
、東
ア
ジ
ア

の
環
境
へ
の
貢
献
、そ
し
て
国

境
を
越
え
て
人
と
の
絆
が
結

ば
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

日中韓の大学間連携による 水環境技術者育成
～水環境の保全と持続的利用を支える技術の東アジアへの展開～

◎育成プログラム

◎実施体制

文部科学省・日中韓等の大学間交流を通じた高度専門職業人育成事業

大学院生産科学研究科長

Nakata Hideaki
中田 英昭 教授

中国

大韓民国

日本

上海

済州島

青島

福州

釜山

長崎

課程修了証学位（修士）

修了後：国内企業へ就職

日本語と英語による講義や演習

拠点
（長崎大学）

水環境の保全と持続的利用に貢献する
高度専門技術者育成コンソーシアム

《中国》
同済大学
福州大学
上海海洋大学
山東大学
山東科技大学

《韓国》
済州大学校
釜慶大学校
江原大学校
全南大学校
全北大学校

工
学
研
究
科
ほ
か

必
修

選
択

プログラム独自科目

実践型環境特別演習

環境・エネルギー・資源特論
環境分析化学特論　ほか

長期インターンシップ（3ヶ月）

水環境保全
プログラム

水処理・水利用
プログラム

連携キャンパス

ま
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
る
。

C
O2 

問
題
は
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
享
受
す
る
。た
だ
し
、そ
れ
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
３
分
の
１
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
２
倍
」。こ
れ
は
厳
密
に
い
う
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ま
の
２
倍

に
す
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は
、「
物
質
循
環

シ
ス
テ
ム
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
将

来
、人
工
物
が
飽
和
に
向
か
う
の
で
す
か
ら
、鉱

物
資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
人
口
は
９０
億
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
動
車
は
い
ま
の

４
倍
走
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
危
惧
す
る
人
も
い
ま
す

が
、燃
費
が
５
分
の
１
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
。技

術
力
で
自
動
車
の
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
で

す
。た
と
え
ば
、日
本
は
１
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
つ

く
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
１
９
６
０
年
か

ら
３０
年
か
け
て
約
半
分
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
技
術
の
力
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
国
々
の
あ
ら
か
た
は
先

進
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、１
９
９
０

年
の
３
倍
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
提
供
し
た

ら
人
類
は
破
綻
し
ま
す
。し
か
し
、技
術
力
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
れ
ば
、１
９

９
０
年
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

2
0
5
0
年
以
降
は
大
丈
夫
で
す
。太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
人
類
が
い
ま
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
１
万
倍
は
降
り
注
い
で
い
ま
す
。こ
れ
を
使
い

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら
れ
れ
ば
、い
ま
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』で
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、そ

の
先
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
を
い
い
形
で
迎
え
る

こ
と
が
、人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
話
な
の
で
す
。

■
資
源
の
輸
入
国
か
ら
脱
す
る

　

日
本
の
物
質
的
な
自
給
率
は
い
ま
４０
％

く
ら
い
で
す
が
、そ
れ
を
７０
％
に
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
小
学
生
の

頃
、日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
か
ら
、そ
れ
を

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

輸
出
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と

習
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
モ
デ
ル
で
２
０

５
０
年
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、輸

入
す
る
資
源
の
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
。で
す
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、資
源
、食
料
の
自

給
率
７０
％
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

今
後
、世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
足
気

味
に
な
り
、天
燃
資
源
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ

か
ら
し
か
掘
れ
な
く
な
り
、食
料
も
不
足
し
て

く
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
他
の
国
が
真
似
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
新
し
い
モ
デ
ル
国
家
を
め
ざ
す
の

で
す
。

■
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
へ

　

大
学
に
対
し
て
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
方

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。社
会
で
い
ろ
い
ろ
実

験
を
し
な
が
ら
、社
会
の
た
め
に
な
る
も
の
を

開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、こ
れ
か
ら
大
学
自

身
が
よ
り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、い
ち
ば

ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
学
問
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
対
で
、ま
ず
、具
体

的
な
こ
と
が
起
き
て
、学
問
が
抽
象
化
さ
れ
て

で
き
て
い
く
の
で
す
。工
学
は
も
ち
ろ
ん
、医

学
、薬
学
、農
学
、経
済
学
、法
学
な
ど
大
学

を
構
成
し
て
い
る
学
部
の
ほ
と
ん
ど
が
実
学
で

す
。社
会
と
離
れ
た
実
学
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、社
会
が
変
わ
れ
ば
、そ
れ
に
応

じ
て
変
わ
る
と
い
う
の
が
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
用
の
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
誰
が
生
徒
か
？
先
生
か
？
」と
い
う
こ
と
で

「
め
だ
か
の
学
校
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、た
と
え
ば
金
融
に
関
す
る
こ
と
だ
と
、教

え
る
側
も
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生
で
は
あ
る

け
れ
ど
、社
会
人
の
中
に
は
金
融
の
現
場
で
商

売
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、そ
の
人
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
互
い
の
切
磋
琢
磨
で
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
び
て
い

く
の
で
す
。専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
駄
目
で
、頭
の
中
を

広
く
構
造
化
し
、広
い
視
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
持

つ
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
と
高
齢
化
社
会

　

大
学
に
対
し
て
、も
う
ひ
と
つ
。「
人
生
は

１
０
０
年
時
代
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に

意
識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
を
前
提

に
社
会
を
つ
く
る
。そ
の
た
め
に
は
人
間
が
成

長
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。６０
才
で
退
職

し
て
、あ
と
は
悠
々
自
適
な
ん
て
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
５０
才
で
、も
う
１
回

大
学
に
来
て
勉
強
を
し
て
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
っ
た
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。７０
才
に
な

る
人
が
週
２
回
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
い

い
。そ
う
い
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
高
齢
化
社
会

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
役
割
と
し
て
最
後
に
行
き
着
く
の

は
、や
は
り
人
材
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
は
人
が
育
つ
中
核
の
場
に
な
る
。そ
れ
は
、

大
学
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、他
分
野
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
家
モ
デ

ル
の
転
換
が
必
要
で
、結
果
的
に
は
新
し
い
産

業
を
興
す
モ
デ
ル
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。具
体
的
に
は「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」、

「
シ
ル
バ
ー
成
長
産
業
」な
ど
を
興
し
、エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、高
齢
者
に
も
雇
用

が
あ
り
、人
が
ず
っ
と
成
長
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、私
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。先
進
国
は
地
域
の
個
性
が
多
様
で
す
か

ら
、個
性
を
活
か
し
つ
つ
、共
通
す
る
と
こ
ろ
で

は
連
携
を
と
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、都
市

間
や
大
学
間
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。い
ま
、元
気
の
い
い
自

治
体
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
す
。（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

■
人
工
物
は
飽
和
す
る

　

工
学
と
い
う
の
は
、社
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
問
で
す
か
ら
、社
会
状
況
が
変
わ
れ
ば
、当

然
、工
学
も
変
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
く
変
わ
る
長
崎
大
学
工
学
部

に
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
の
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
き
、工

学
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
基
本
的
で
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
人
工
物
は
飽
和
す
る
」と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
動
車
の
例
で
い
う

と
、先
進
国
で
は
２
人
に
１
台
く
ら
い
持
っ
て
い

る
。こ
れ
は
飽
和
の
状
態
。一
方
、中
国
、イ
ン
ド

で
は
１
０
０
人
に
２
台
し
か
持
っ
て
い
な
い
。日

本
は
人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
人
に
対
し
て
自

動
車
の
保
有
台
数
は
約
６
０
０
０
万
台
で
す
。

も
う
飽
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
廃
車
し
た
分
だ

け
増
や
せ
ば
い
い
。極
端
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
車
を

新
車
に
循
環
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
人
工
物
は「
家
」で
す
。

日
本
は
い
ま
５
８
０
０
万
件
の
家
が
あ
り
ま
す
。世

帯
数
は
５
０
０
０
万
世
帯
で
す
か
ら
、８
０
０
万

件
は
空
き
家
で
、ほ
と
ん
ど
飽
和
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
は
こ
う
し
た
人
工
物
に
対
し
て
、本

質
的
に
生
産
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
が

今
日
に
お
け
る
国
内
の
需
要
不
足
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、人
工
物
が
飽
和
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
の
は
、マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、現
在
、日
本
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
希
土
類
や
、鉄
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
金
属
、あ
る
い
は
白
金
属
も
、今
後
、リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
け
ば
、資

源
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
国
に
な
る
の
で
す
。そ

れ
は
、そ
う
遠
く
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
２
種
類
の
需
要

　

需
要
に
つ
い
て
は
、２
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
合
理
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
新

興
国
が
人
工
物
の
飽
和
に
向
か
う
よ
う
な「
普

及
型
需
要
」。い
ま
日
本
は
、新
興
国
に
対
し

て
、家
・
車
・
テ
レ
ビ
・
新
幹
線
な
ど
を
売
っ
て
い

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
確
保
の
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。課
題
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
本
質
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。そ

れ
が
、も
う
ひ
と
つ
の「
創
造
型
需
要
」に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
れ
は
、い
ま「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業（
高
効
率

給
湯
器
、L
E
D
照
明
、太
陽
電
池
な
ど
）」や
高

齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
製
品
を
つ
く
っ
て
イ
キ
イ

キ
と
し
た
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
す
る「
シ
ル
バ
ー
成

長
産
業
」と
し
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
、こ
の
２
つ
の
需
要
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

「
も
の
づ
く
り
力
」と「
文
化
力
」を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　　
　

　

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、さ
ら
に
地
球
温

暖
化
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、た

い
へ
ん
複
雑
な
問
題
で
す
。解
決
に
導
く
た
め
に

は
、工
学
の
細
分
化
さ
れ
た
知
識
を
総
合
化
し

て
行
く
こ
と
が
絶
対
不
可
欠
で
す
。難
し
い
け

れ
ど
、こ
こ
に
工
学
の
力
を
発
揮
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
技
術
力
で
可
能
に
す
る

　
『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』

　

地
球
温
暖
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、物
質
に
関
し
て

あ
る
程
度
、共
通
の
考
え
を
持
と
う
、と
い
う
こ

と
で
、『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

三菱総合研究所理事長
前東京大学総長

小宮山 宏
Komiyama Hiroshi

〈プロフィール〉
1944年東京生まれ。1972年東京大学大学院工学
系研究科博士課程修了。1988年東京大学工学部
教授、東京大学大学院工学系研究科の教授、工学
部長、東京大学理事及び副学長などを歴任し、２００５
年東京大学総長。2009年東京大学総長顧問、三菱
総合研究所理事長。専門は、化学システム工学、機
能性材料工学、地球環境工学、知識の構造化など。

基
調
講
演
テ
ー
マ

「
課
題
先
進
国
」

　
　

日
本
と
工
学

シ ン ポ ジ ウ ム

工学の明日を考える  ～長崎大学の新たな挑戦～

！

新しい工学部と工学研究科のスタートに先駆けて、平成22年１０月２５日に開催された本シンポジウム。
講演では、前東京大学総長の小宮山宏氏と、技術者・企業人として豊富な経験を持つ相馬和夫氏に工学の将来と、
大学における工学教育・研究のめざすべき方向などについて、熱く語っていただきました。
ここに、講演の内容を一部ご紹介します。

蒸
発

降
水

表層水

海

地下水

水
蒸
気
の

凝
縮（
雲
）

主要協定校所在地

レ
ア
ア
ー
ス

水環境コンサルタント関連
企業、水処理関連企業お
よび長崎大学との包括協
定締結企業など

連携

東
ア
ジ
ア
の
留
学
生
を
、水
環
境
の

技
術
者
に
養
成
す
る
新
事
業
で
す
。

　

雨
が
降
り
、森
か
ら
川
へ
、

そ
し
て
海
へ
と
水
は
流
れ
、蒸

発
し
て
雲
に
な
り
、ま
た
雨
と

な
っ
て
地
上
に
降
り
注
ぐ
。そ

ん
な
水
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、

安
全
で
質
の
い
い
水
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、水
の
通
り
道

全
体
を
保
全
す
る
と
い
う
こ

と
と
、汚
く
な
っ
た
水
を
ど
う

や
っ
て
処
理
し
て
、再
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
２
つ

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。本
事
業
で
は「
水
環
境
保
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
」お
よ
び「
水
処
理
・

水
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
柱

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応

す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

日
本
は
高
度
成
長
期
に
、川

や
海
の
汚
染
な
ど
の
公
害
問

題
を
経
験
し
ま
し
た
。そ
の
と

き
、問
題
解
決
の
た
め
に
培
っ

た
知
識
や
高
度
な
技
術
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
東
ア
ジ
ア
の

各
地
で
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
、そ
れ
ら
の
地
域
の
持
続
可

能
な
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
同
時
に
、ひ
い
て
は
地
球

全
体
の
環
境
保
全
に
も
寄
与

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
が
、本
事
業
の
大
き
な
成

果
の
ひ
と
つ
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工学部

Tada Akihide
夛田 彰秀 教授 日

本
の
高
度
な
水
環
境
技
術
が
、

地
球
の
環
境
保
全
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

《実施体制および育成プログラム》

●長崎大学（工学研究科ほか）を拠点に、中国と韓国の１０校が参加するコン
ソーシアムを構築。学生は、現地での特別入試で毎年１０人選抜。
●教育は、「水環境保全プログラム」および「水処理・水利用プログラム」を設
け、国内企業と連携して水環境技術者を育成。
●３カ月以上の長期インターンシップ（必修科目）を通じて、企業などで即戦力
として活躍できる人材を育成。

本プロジェクトの特徴
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新工学部宣言！



ま
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
る
。

C
O2 

問
題
は
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
享
受
す
る
。た
だ
し
、そ
れ
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
３
分
の
１
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
２
倍
」。こ
れ
は
厳
密
に
い
う
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ま
の
２
倍

に
す
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は
、「
物
質
循
環

シ
ス
テ
ム
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
将

来
、人
工
物
が
飽
和
に
向
か
う
の
で
す
か
ら
、鉱

物
資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
人
口
は
９０
億
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
動
車
は
い
ま
の

４
倍
走
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
危
惧
す
る
人
も
い
ま
す

が
、燃
費
が
５
分
の
１
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
。技

術
力
で
自
動
車
の
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
で

す
。た
と
え
ば
、日
本
は
１
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
つ

く
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
１
９
６
０
年
か

ら
３０
年
か
け
て
約
半
分
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
技
術
の
力
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
国
々
の
あ
ら
か
た
は
先

進
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、１
９
９
０

年
の
３
倍
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
提
供
し
た

ら
人
類
は
破
綻
し
ま
す
。し
か
し
、技
術
力
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
れ
ば
、１
９

９
０
年
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

2
0
5
0
年
以
降
は
大
丈
夫
で
す
。太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
人
類
が
い
ま
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
１
万
倍
は
降
り
注
い
で
い
ま
す
。こ
れ
を
使
い

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら
れ
れ
ば
、い
ま
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』で
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、そ

の
先
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
を
い
い
形
で
迎
え
る

こ
と
が
、人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
話
な
の
で
す
。

■
資
源
の
輸
入
国
か
ら
脱
す
る

　

日
本
の
物
質
的
な
自
給
率
は
い
ま
４０
％

く
ら
い
で
す
が
、そ
れ
を
７０
％
に
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
小
学
生
の

頃
、日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
か
ら
、そ
れ
を

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

輸
出
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と

習
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
モ
デ
ル
で
２
０

５
０
年
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、輸

入
す
る
資
源
の
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
。で
す
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、資
源
、食
料
の
自

給
率
７０
％
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

今
後
、世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
足
気

味
に
な
り
、天
燃
資
源
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ

か
ら
し
か
掘
れ
な
く
な
り
、食
料
も
不
足
し
て

く
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
他
の
国
が
真
似
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
新
し
い
モ
デ
ル
国
家
を
め
ざ
す
の

で
す
。

■
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
へ

　

大
学
に
対
し
て
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
方

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。社
会
で
い
ろ
い
ろ
実

験
を
し
な
が
ら
、社
会
の
た
め
に
な
る
も
の
を

開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、こ
れ
か
ら
大
学
自

身
が
よ
り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、い
ち
ば

ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
学
問
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
対
で
、ま
ず
、具
体

的
な
こ
と
が
起
き
て
、学
問
が
抽
象
化
さ
れ
て

で
き
て
い
く
の
で
す
。工
学
は
も
ち
ろ
ん
、医

学
、薬
学
、農
学
、経
済
学
、法
学
な
ど
大
学

を
構
成
し
て
い
る
学
部
の
ほ
と
ん
ど
が
実
学
で

す
。社
会
と
離
れ
た
実
学
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、社
会
が
変
わ
れ
ば
、そ
れ
に
応

じ
て
変
わ
る
と
い
う
の
が
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
用
の
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
誰
が
生
徒
か
？
先
生
か
？
」と
い
う
こ
と
で

「
め
だ
か
の
学
校
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、た
と
え
ば
金
融
に
関
す
る
こ
と
だ
と
、教

え
る
側
も
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生
で
は
あ
る

け
れ
ど
、社
会
人
の
中
に
は
金
融
の
現
場
で
商

売
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、そ
の
人
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
互
い
の
切
磋
琢
磨
で
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
び
て
い

く
の
で
す
。専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
駄
目
で
、頭
の
中
を

広
く
構
造
化
し
、広
い
視
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
持

つ
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
と
高
齢
化
社
会

　

大
学
に
対
し
て
、も
う
ひ
と
つ
。「
人
生
は

１
０
０
年
時
代
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に

意
識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
を
前
提

に
社
会
を
つ
く
る
。そ
の
た
め
に
は
人
間
が
成

長
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。６０
才
で
退
職

し
て
、あ
と
は
悠
々
自
適
な
ん
て
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
５０
才
で
、も
う
１
回

大
学
に
来
て
勉
強
を
し
て
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
っ
た
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。７０
才
に
な

る
人
が
週
２
回
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
い

い
。そ
う
い
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
高
齢
化
社
会

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
役
割
と
し
て
最
後
に
行
き
着
く
の

は
、や
は
り
人
材
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
は
人
が
育
つ
中
核
の
場
に
な
る
。そ
れ
は
、

大
学
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、他
分
野
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
家
モ
デ

ル
の
転
換
が
必
要
で
、結
果
的
に
は
新
し
い
産

業
を
興
す
モ
デ
ル
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。具
体
的
に
は「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」、

「
シ
ル
バ
ー
成
長
産
業
」な
ど
を
興
し
、エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、高
齢
者
に
も
雇
用

が
あ
り
、人
が
ず
っ
と
成
長
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、私
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。先
進
国
は
地
域
の
個
性
が
多
様
で
す
か

ら
、個
性
を
活
か
し
つ
つ
、共
通
す
る
と
こ
ろ
で

は
連
携
を
と
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、都
市

間
や
大
学
間
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。い
ま
、元
気
の
い
い
自

治
体
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
す
。（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

■
資
源
に
乏
し
い
日
本
の
戦
略

　

環
境
問
題
、格
差
社
会
、人
口
問
題
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
社
会
問
題
が
あ
る
中
、日
本
が
国
力

を
維
持
し
、向
上
す
る
た
め
に
は
、外
貨
を
稼
い

で
、資
源
を
世
界
に
求
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
原
材
料（
鉱
物
資
源
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
、食

料
。小
宮
山
先
生
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
そ
れ

ら
の
自
給
率
７０
％
を
目
標
に
し
た
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、達
成
で
き
る
か
ど
う
か
は
、何
と
も

い
え
ま
せ
ん
。

　

資
源
が
乏
し
い
日
本
の
戦
略
は
何
か
と
い

う
と
、「
科
学
技
術
を
伸
ば
し
て
産
業
を
育

成
し
、他
の
国
に
勝
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、技

術
を
世
界
に
提
供
す
る
こ
と
で
生
活
の
質
を

確
保
し
て
い
く
」と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

■
人
工
物
は
飽
和
す
る

　

工
学
と
い
う
の
は
、社
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
問
で
す
か
ら
、社
会
状
況
が
変
わ
れ
ば
、当

然
、工
学
も
変
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
く
変
わ
る
長
崎
大
学
工
学
部

に
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
の
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
き
、工

学
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
基
本
的
で
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
人
工
物
は
飽
和
す
る
」と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
動
車
の
例
で
い
う

と
、先
進
国
で
は
２
人
に
１
台
く
ら
い
持
っ
て
い

る
。こ
れ
は
飽
和
の
状
態
。一
方
、中
国
、イ
ン
ド

で
は
１
０
０
人
に
２
台
し
か
持
っ
て
い
な
い
。日

本
は
人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
人
に
対
し
て
自

動
車
の
保
有
台
数
は
約
６
０
０
０
万
台
で
す
。

も
う
飽
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
廃
車
し
た
分
だ

け
増
や
せ
ば
い
い
。極
端
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
車
を

新
車
に
循
環
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
人
工
物
は「
家
」で
す
。

日
本
は
い
ま
５
８
０
０
万
件
の
家
が
あ
り
ま
す
。世

帯
数
は
５
０
０
０
万
世
帯
で
す
か
ら
、８
０
０
万

件
は
空
き
家
で
、ほ
と
ん
ど
飽
和
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
は
こ
う
し
た
人
工
物
に
対
し
て
、本

質
的
に
生
産
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
が

今
日
に
お
け
る
国
内
の
需
要
不
足
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、人
工
物
が
飽
和
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
の
は
、マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、現
在
、日
本
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
希
土
類
や
、鉄
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
金
属
、あ
る
い
は
白
金
属
も
、今
後
、リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
け
ば
、資

源
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
国
に
な
る
の
で
す
。そ

れ
は
、そ
う
遠
く
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
２
種
類
の
需
要

　

需
要
に
つ
い
て
は
、２
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
合
理
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
新

興
国
が
人
工
物
の
飽
和
に
向
か
う
よ
う
な「
普

及
型
需
要
」。い
ま
日
本
は
、新
興
国
に
対
し

て
、家
・
車
・
テ
レ
ビ
・
新
幹
線
な
ど
を
売
っ
て
い

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
確
保
の
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。課
題
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
本
質
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。そ

れ
が
、も
う
ひ
と
つ
の「
創
造
型
需
要
」に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
れ
は
、い
ま「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業（
高
効
率

給
湯
器
、L
E
D
照
明
、太
陽
電
池
な
ど
）」や
高

齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
製
品
を
つ
く
っ
て
イ
キ
イ

キ
と
し
た
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
す
る「
シ
ル
バ
ー
成

長
産
業
」と
し
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
、こ
の
２
つ
の
需
要
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

「
も
の
づ
く
り
力
」と「
文
化
力
」を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　　
　

　

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、さ
ら
に
地
球
温

暖
化
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、た

い
へ
ん
複
雑
な
問
題
で
す
。解
決
に
導
く
た
め
に

は
、工
学
の
細
分
化
さ
れ
た
知
識
を
総
合
化
し

て
行
く
こ
と
が
絶
対
不
可
欠
で
す
。難
し
い
け

れ
ど
、こ
こ
に
工
学
の
力
を
発
揮
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
技
術
力
で
可
能
に
す
る

　
『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』

　

地
球
温
暖
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、物
質
に
関
し
て

あ
る
程
度
、共
通
の
考
え
を
持
と
う
、と
い
う
こ

と
で
、『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
。

　

い
ま
、日
本
人
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
の

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、世
界
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
と
原
材
料
を
買
っ
て
い
ま

す
。現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
わ
ず
か

４
％（
３０
兆
円
）、食
料
は
４０
％（
６
兆
円
）、

原
材
料
の
自
給
率
は
分
り
ま
せ
ん
が
６
兆
円

を
使
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
お
金
は
、製
品
・

技
術
を
世
界
中
に
売
る
こ
と
で
得
て
い
る
わ

け
で
す
。も
ち
ろ
ん
、観
光
や
文
化
の
輸
出

も
あ
り
ま
す
が
、圧
倒
的
に
稼
い
で
い
る
の
は

製
品
・
技
術
で
、そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
科

学
技
術
で
す
。そ
れ
は
、こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。中
国
が
急
速
に
出
て
き

て
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、我
々

の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
取
ら
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

■
技
術
者
に
要
求
さ
れ
る
こ
と

　

我
々
の
機
械
類
の
製
品
設
計
・
製
造
の
場

合
、広
範
囲
な
技
術
が
必
要
で
す
。熱
、流

体
、加
工
、電
気
、材
料
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
製
品
に

し
、お
客
様
に
提
供
し
て
そ
の
対
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。そ
れ
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
で

き
ま
せ
ん
。世
界
に
は
た
く
さ
ん
の
ラ
イ
バ
ル

が
い
て
熾
烈
な
競
争
で
す
。価
格
も
品
質
も

ス
ピ
ー
ド
も
、負
け
た
ら
市
場
か
ら
追
い
落
と

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、い
ろ
い
ろ
な
技
術
の
隙
間
に
は
、ト

ラ
ブ
ル
の
目
が
た
く
さ
ん
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。従
っ
て
他
の
分
野
の
技
術
者
と
連
携
し
、

チ
ー
ム
で
す
ば
や
く
隙
間
の
な
い
よ
う
な
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
上
げ
る
の
が
大
事
な

こ
と
で
、そ
う
い
う
能
力
が
技
術
者
に
要
求
さ

れ
ま
す
。

■
企
業
内
教
育
で

　

人
材
の
力
不
足
を
補
う

　

技
術
系
の
人
々
の
予
備
軍
と
し
て
、大
学

か
ら
人
材
の
供
給
を
受
け
る
わ
け
で
す
が
、専

門
知
識
、基
礎
学
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
語
学
力
、意
欲
、協
調
性
・
社
交
性
な
ど
、

全
般
的
に
力
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
教
育
に
よ
る
人
材
の
養
成
に
は
、実

務
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
を

企
業
内
に
お
け
る
技
術
力
や
人
間
力
を
強
化

す
る
教
育
で
補
完
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。し
か
し
、そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、技
術
者
の
レ
ベ
ル
を
も
っ
と
上
げ
な

い
と
世
界
の
競
争
に
は
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。

我
々
が
置
か
れ
て
い
る
時
間
軸
は
非
常
に
速

く
て
、新
入
社
員
に
基
礎
学
力
か
ら
教
育
し

て
い
く
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。従
っ
て
、大
学
工

学
部
の
使
命
は
、「
健
全
で
豊
か
な
社
会
を
支

え
る
産
業
基
盤
で
あ
る
製
造
業
を
担
う
人

材
の
育
成
」と
い
う
基
本
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
大
学
に
望
む
も
の

　

細
分
化
さ
れ
た
専
門
教
育
よ
り
、基
礎
学
力

と
知
識
を
き
ち
ん
と
身
に
付
け
さ
せ
る
。そ
し

て
、理
論
的
な
話
と
、実
験
・
演
習
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、何
の
た
め
に
学
び
、そ
れ
が
ど
う

実
益
に
結
び
つ
く
か
を
繰
り
返
し
体
感
さ
せ
る

よ
う
な
教
育
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
対
し
て
オ
ー
プ

ン
に
な
り
、小
・
中
・
高
校
へ
出
向
き
、科
学
の
楽

し
さ
、重
要
性
を
教
え
る
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
企
業
活
動
の
実
態
を
教
育
や
人
材

育
成
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

何
よ
り
大
切
な
の
は
、先
生
方
の
真
剣
さ
、

本
気
度
で
す
。学
生
は
常
に
見
て
い
ま
す
。そ

う
い
う
意
味
で
今
回
の
長
崎
大
学
工
学
部
の

組
織
改
革
に
は
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

三菱重工業執行役員
長崎造船所長

相馬 和夫
Souma Kazuo

〈プロフィール〉
１９７７年京都大学大学院機械工学専門課程修了
後、三菱重工業（株）入社。長崎造船所の勤労部、
火力プラント部、第一工作部を経て、２００７年高砂
製作所副所長、２００８年長崎造船所長、２０１０年
長崎造船所執行役員・所長。

工
学
の
力
を
発
揮
し
て
、

課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
。

基
礎
的
な
学
力
と
知
識
を

し
っ
か
り
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

特
別
講
演
テ
ー
マ

も
の
づ
く
り
企
業
が
求
め
る

技
術
者
像
と

三
菱
重
工
業
に
お
け
る

技
術
者
育
成
の
取
り
組
み

06vol.3407 vol.34

新工学部宣言！



ま
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
る
。

C
O2 

問
題
は
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
享
受
す
る
。た
だ
し
、そ
れ
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
３
分
の
１
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
２
倍
」。こ
れ
は
厳
密
に
い
う
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ま
の
２
倍

に
す
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は
、「
物
質
循
環

シ
ス
テ
ム
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
将

来
、人
工
物
が
飽
和
に
向
か
う
の
で
す
か
ら
、鉱

物
資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
人
口
は
９０
億
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
動
車
は
い
ま
の

４
倍
走
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
危
惧
す
る
人
も
い
ま
す

が
、燃
費
が
５
分
の
１
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
。技

術
力
で
自
動
車
の
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
で

す
。た
と
え
ば
、日
本
は
１
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
つ

く
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
１
９
６
０
年
か

ら
３０
年
か
け
て
約
半
分
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
技
術
の
力
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
国
々
の
あ
ら
か
た
は
先

進
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、１
９
９
０

年
の
３
倍
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
提
供
し
た

ら
人
類
は
破
綻
し
ま
す
。し
か
し
、技
術
力
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
れ
ば
、１
９

９
０
年
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

2
0
5
0
年
以
降
は
大
丈
夫
で
す
。太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
人
類
が
い
ま
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
１
万
倍
は
降
り
注
い
で
い
ま
す
。こ
れ
を
使
い

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら
れ
れ
ば
、い
ま
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』で
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、そ

の
先
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
を
い
い
形
で
迎
え
る

こ
と
が
、人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
話
な
の
で
す
。

■
資
源
の
輸
入
国
か
ら
脱
す
る

　

日
本
の
物
質
的
な
自
給
率
は
い
ま
４０
％

く
ら
い
で
す
が
、そ
れ
を
７０
％
に
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
小
学
生
の

頃
、日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
か
ら
、そ
れ
を

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

輸
出
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と

習
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
モ
デ
ル
で
２
０

５
０
年
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、輸

入
す
る
資
源
の
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
。で
す
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、資
源
、食
料
の
自

給
率
７０
％
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

今
後
、世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
足
気

味
に
な
り
、天
燃
資
源
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ

か
ら
し
か
掘
れ
な
く
な
り
、食
料
も
不
足
し
て

く
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
他
の
国
が
真
似
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
新
し
い
モ
デ
ル
国
家
を
め
ざ
す
の

で
す
。

■
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
へ

　

大
学
に
対
し
て
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
方

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。社
会
で
い
ろ
い
ろ
実

験
を
し
な
が
ら
、社
会
の
た
め
に
な
る
も
の
を

開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、こ
れ
か
ら
大
学
自

身
が
よ
り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、い
ち
ば

ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
学
問
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
対
で
、ま
ず
、具
体

的
な
こ
と
が
起
き
て
、学
問
が
抽
象
化
さ
れ
て

で
き
て
い
く
の
で
す
。工
学
は
も
ち
ろ
ん
、医

学
、薬
学
、農
学
、経
済
学
、法
学
な
ど
大
学

を
構
成
し
て
い
る
学
部
の
ほ
と
ん
ど
が
実
学
で

す
。社
会
と
離
れ
た
実
学
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、社
会
が
変
わ
れ
ば
、そ
れ
に
応

じ
て
変
わ
る
と
い
う
の
が
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
用
の
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
誰
が
生
徒
か
？
先
生
か
？
」と
い
う
こ
と
で

「
め
だ
か
の
学
校
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、た
と
え
ば
金
融
に
関
す
る
こ
と
だ
と
、教

え
る
側
も
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生
で
は
あ
る

け
れ
ど
、社
会
人
の
中
に
は
金
融
の
現
場
で
商

売
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、そ
の
人
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
互
い
の
切
磋
琢
磨
で
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
び
て
い

く
の
で
す
。専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
駄
目
で
、頭
の
中
を

広
く
構
造
化
し
、広
い
視
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
持

つ
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
と
高
齢
化
社
会

　

大
学
に
対
し
て
、も
う
ひ
と
つ
。「
人
生
は

１
０
０
年
時
代
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に

意
識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
を
前
提

に
社
会
を
つ
く
る
。そ
の
た
め
に
は
人
間
が
成

長
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。６０
才
で
退
職

し
て
、あ
と
は
悠
々
自
適
な
ん
て
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
５０
才
で
、も
う
１
回

大
学
に
来
て
勉
強
を
し
て
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
っ
た
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。７０
才
に
な

る
人
が
週
２
回
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
い

い
。そ
う
い
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
高
齢
化
社
会

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
役
割
と
し
て
最
後
に
行
き
着
く
の

は
、や
は
り
人
材
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
は
人
が
育
つ
中
核
の
場
に
な
る
。そ
れ
は
、

大
学
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、他
分
野
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
家
モ
デ

ル
の
転
換
が
必
要
で
、結
果
的
に
は
新
し
い
産

業
を
興
す
モ
デ
ル
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。具
体
的
に
は「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」、

「
シ
ル
バ
ー
成
長
産
業
」な
ど
を
興
し
、エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、高
齢
者
に
も
雇
用

が
あ
り
、人
が
ず
っ
と
成
長
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、私
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。先
進
国
は
地
域
の
個
性
が
多
様
で
す
か

ら
、個
性
を
活
か
し
つ
つ
、共
通
す
る
と
こ
ろ
で

は
連
携
を
と
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、都
市

間
や
大
学
間
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。い
ま
、元
気
の
い
い
自

治
体
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
す
。（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

■
資
源
に
乏
し
い
日
本
の
戦
略

　

環
境
問
題
、格
差
社
会
、人
口
問
題
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
社
会
問
題
が
あ
る
中
、日
本
が
国
力

を
維
持
し
、向
上
す
る
た
め
に
は
、外
貨
を
稼
い

で
、資
源
を
世
界
に
求
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
原
材
料（
鉱
物
資
源
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
、食

料
。小
宮
山
先
生
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
そ
れ

ら
の
自
給
率
７０
％
を
目
標
に
し
た
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、達
成
で
き
る
か
ど
う
か
は
、何
と
も

い
え
ま
せ
ん
。

　

資
源
が
乏
し
い
日
本
の
戦
略
は
何
か
と
い

う
と
、「
科
学
技
術
を
伸
ば
し
て
産
業
を
育

成
し
、他
の
国
に
勝
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、技

術
を
世
界
に
提
供
す
る
こ
と
で
生
活
の
質
を

確
保
し
て
い
く
」と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

■
人
工
物
は
飽
和
す
る

　

工
学
と
い
う
の
は
、社
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
問
で
す
か
ら
、社
会
状
況
が
変
わ
れ
ば
、当

然
、工
学
も
変
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
く
変
わ
る
長
崎
大
学
工
学
部

に
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
の
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
き
、工

学
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
基
本
的
で
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
人
工
物
は
飽
和
す
る
」と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
動
車
の
例
で
い
う

と
、先
進
国
で
は
２
人
に
１
台
く
ら
い
持
っ
て
い

る
。こ
れ
は
飽
和
の
状
態
。一
方
、中
国
、イ
ン
ド

で
は
１
０
０
人
に
２
台
し
か
持
っ
て
い
な
い
。日

本
は
人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
人
に
対
し
て
自

動
車
の
保
有
台
数
は
約
６
０
０
０
万
台
で
す
。

も
う
飽
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
廃
車
し
た
分
だ

け
増
や
せ
ば
い
い
。極
端
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
車
を

新
車
に
循
環
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
人
工
物
は「
家
」で
す
。

日
本
は
い
ま
５
８
０
０
万
件
の
家
が
あ
り
ま
す
。世

帯
数
は
５
０
０
０
万
世
帯
で
す
か
ら
、８
０
０
万

件
は
空
き
家
で
、ほ
と
ん
ど
飽
和
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
は
こ
う
し
た
人
工
物
に
対
し
て
、本

質
的
に
生
産
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
が

今
日
に
お
け
る
国
内
の
需
要
不
足
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、人
工
物
が
飽
和
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
の
は
、マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、現
在
、日
本
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
希
土
類
や
、鉄
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
金
属
、あ
る
い
は
白
金
属
も
、今
後
、リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
け
ば
、資

源
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
国
に
な
る
の
で
す
。そ

れ
は
、そ
う
遠
く
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
２
種
類
の
需
要

　

需
要
に
つ
い
て
は
、２
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
合
理
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
新

興
国
が
人
工
物
の
飽
和
に
向
か
う
よ
う
な「
普

及
型
需
要
」。い
ま
日
本
は
、新
興
国
に
対
し

て
、家
・
車
・
テ
レ
ビ
・
新
幹
線
な
ど
を
売
っ
て
い

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
確
保
の
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。課
題
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
本
質
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。そ

れ
が
、も
う
ひ
と
つ
の「
創
造
型
需
要
」に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
れ
は
、い
ま「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業（
高
効
率

給
湯
器
、L
E
D
照
明
、太
陽
電
池
な
ど
）」や
高

齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
製
品
を
つ
く
っ
て
イ
キ
イ

キ
と
し
た
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
す
る「
シ
ル
バ
ー
成

長
産
業
」と
し
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
、こ
の
２
つ
の
需
要
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

「
も
の
づ
く
り
力
」と「
文
化
力
」を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　　
　

　

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、さ
ら
に
地
球
温

暖
化
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、た

い
へ
ん
複
雑
な
問
題
で
す
。解
決
に
導
く
た
め
に

は
、工
学
の
細
分
化
さ
れ
た
知
識
を
総
合
化
し

て
行
く
こ
と
が
絶
対
不
可
欠
で
す
。難
し
い
け

れ
ど
、こ
こ
に
工
学
の
力
を
発
揮
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
技
術
力
で
可
能
に
す
る

　
『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』

　

地
球
温
暖
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、物
質
に
関
し
て

あ
る
程
度
、共
通
の
考
え
を
持
と
う
、と
い
う
こ

と
で
、『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
。

　

い
ま
、日
本
人
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
の

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、世
界
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
と
原
材
料
を
買
っ
て
い
ま

す
。現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
わ
ず
か

４
％（
３０
兆
円
）、食
料
は
４０
％（
６
兆
円
）、

原
材
料
の
自
給
率
は
分
り
ま
せ
ん
が
６
兆
円

を
使
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
お
金
は
、製
品
・

技
術
を
世
界
中
に
売
る
こ
と
で
得
て
い
る
わ

け
で
す
。も
ち
ろ
ん
、観
光
や
文
化
の
輸
出

も
あ
り
ま
す
が
、圧
倒
的
に
稼
い
で
い
る
の
は

製
品
・
技
術
で
、そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
科

学
技
術
で
す
。そ
れ
は
、こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。中
国
が
急
速
に
出
て
き

て
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、我
々

の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
取
ら
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

■
技
術
者
に
要
求
さ
れ
る
こ
と

　

我
々
の
機
械
類
の
製
品
設
計
・
製
造
の
場

合
、広
範
囲
な
技
術
が
必
要
で
す
。熱
、流

体
、加
工
、電
気
、材
料
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
製
品
に

し
、お
客
様
に
提
供
し
て
そ
の
対
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。そ
れ
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
で

き
ま
せ
ん
。世
界
に
は
た
く
さ
ん
の
ラ
イ
バ
ル

が
い
て
熾
烈
な
競
争
で
す
。価
格
も
品
質
も

ス
ピ
ー
ド
も
、負
け
た
ら
市
場
か
ら
追
い
落
と

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、い
ろ
い
ろ
な
技
術
の
隙
間
に
は
、ト

ラ
ブ
ル
の
目
が
た
く
さ
ん
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。従
っ
て
他
の
分
野
の
技
術
者
と
連
携
し
、

チ
ー
ム
で
す
ば
や
く
隙
間
の
な
い
よ
う
な
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
上
げ
る
の
が
大
事
な

こ
と
で
、そ
う
い
う
能
力
が
技
術
者
に
要
求
さ

れ
ま
す
。

■
企
業
内
教
育
で

　

人
材
の
力
不
足
を
補
う

　

技
術
系
の
人
々
の
予
備
軍
と
し
て
、大
学

か
ら
人
材
の
供
給
を
受
け
る
わ
け
で
す
が
、専

門
知
識
、基
礎
学
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
語
学
力
、意
欲
、協
調
性
・
社
交
性
な
ど
、

全
般
的
に
力
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
教
育
に
よ
る
人
材
の
養
成
に
は
、実

務
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
を

企
業
内
に
お
け
る
技
術
力
や
人
間
力
を
強
化

す
る
教
育
で
補
完
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。し
か
し
、そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、技
術
者
の
レ
ベ
ル
を
も
っ
と
上
げ
な

い
と
世
界
の
競
争
に
は
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。

我
々
が
置
か
れ
て
い
る
時
間
軸
は
非
常
に
速

く
て
、新
入
社
員
に
基
礎
学
力
か
ら
教
育
し

て
い
く
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。従
っ
て
、大
学
工

学
部
の
使
命
は
、「
健
全
で
豊
か
な
社
会
を
支

え
る
産
業
基
盤
で
あ
る
製
造
業
を
担
う
人

材
の
育
成
」と
い
う
基
本
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
大
学
に
望
む
も
の

　

細
分
化
さ
れ
た
専
門
教
育
よ
り
、基
礎
学
力

と
知
識
を
き
ち
ん
と
身
に
付
け
さ
せ
る
。そ
し

て
、理
論
的
な
話
と
、実
験
・
演
習
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、何
の
た
め
に
学
び
、そ
れ
が
ど
う

実
益
に
結
び
つ
く
か
を
繰
り
返
し
体
感
さ
せ
る

よ
う
な
教
育
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
対
し
て
オ
ー
プ

ン
に
な
り
、小
・
中
・
高
校
へ
出
向
き
、科
学
の
楽

し
さ
、重
要
性
を
教
え
る
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
企
業
活
動
の
実
態
を
教
育
や
人
材

育
成
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

何
よ
り
大
切
な
の
は
、先
生
方
の
真
剣
さ
、

本
気
度
で
す
。学
生
は
常
に
見
て
い
ま
す
。そ

う
い
う
意
味
で
今
回
の
長
崎
大
学
工
学
部
の

組
織
改
革
に
は
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）
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工
学
の
力
を
発
揮
し
て
、

課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
。

基
礎
的
な
学
力
と
知
識
を

し
っ
か
り
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。
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み
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